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秋
田
県
雄
勝
お
が
ち

町
は
、
町
域
の
八
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
を
山
林
が
占
め
、
昭
和
五

十
年
代
ま
で
は
良
質
な
秋
田
杉
の
産
地

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
日

本
一
の
桐
材
の
産
地
で
も
あ
り
、
わ
が

国
唯
一
の
桐
市
場
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

杉
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
国
産
材
需

要
の
減
退
、
国
内
他
産
地
材
や
輸
入
材

と
の
競
合
に
よ
っ
て
価
格
が
低
迷
し
、

一
方
で
伐
採
に
要
す
る
コ
ス
ト
削
減
も

限
界
に
き
て
お
り
、
採
算
確
保
が
困
難

な
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
最
盛
期
に

は
四
カ
所
あ
っ
た
製
材
所
も
、
現
在
で

は
二
カ
所
に
減
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、

桐
材
に
つ
い
て
は
、

高
級
材
と
し
て
出

荷
単
価
が
秋
田
杉

を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
が(

一

立
方

当
り
の

単
価
は
、
桐
材
の

八
万
七
千
円
に
対

メ
ー

ト
ル

し
て
杉
材
は
一
万
九
千
円
＝
平
成
十
一

年
度
林
野
庁
調
べ)

、
ほ
と
ん
ど
が
原
木

の
ま
ま
で
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
産
地
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
行
わ
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
町
の

重
要
な
収
入
源
で
あ
る
木
材
産
業
の
収

益
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
原
木
の

出
荷
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
、
付
加
価
値

の
あ
る
商
品
開
発
が
必
要
で
し
た
。

も
と
も
と
雄
勝
町
に
は
桐
市
場
が
立

っ
て
お
り
、
地
元
に
も
表
具
職
人
を
有

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
桐
材
な
ど
高

級
材
を
加
工
す
る
た
ん
す
職
人
と
家
具

問
屋
は
都
市
部
に
集
中
し
て
お
り
、
地

元
の
加
工
品
を
都
市
部
に
出
荷
す
る
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
町
の
積
極
的
な
誘
致
に
よ
り
平

成
十
一
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
お
が
ち
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
地

点
と
し
て
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
、
町
内
で
採
用
し
た
従
業

員
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
県

外
か
ら
の
利
用
者
を
増
や
し
、
開
業
初

年
度
か
ら
経
常
利
益
は

黒
字
で
し
た
。（
物
産
品

販
売
額
は
平
成
十
一
年

一
・
八
億
円
、
十
二
年

二
・
三
億
円
。
経
営
主

体
＝
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
小
町
の
郷
）。

安
定
し
た
集
客
数
を
獲
得
し
た
当
施

設
は
、
町
の
主
産
品
で
あ
る
杉
と
桐
の

Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
う
っ
て
つ
け
で
す
。

従
来
の
原
木
出
荷
か
ら
、
独
自
の
商
品

展
開
へ
の
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま

し
た
。
小
町
の
郷
を
訪
れ
た
お
客
様
に
、

将
来
に
わ
た
り
雄
勝
ブ
ラ
ン
ド
木
材
の

ユ
ー
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、

①
雄
勝
の
杉
と
桐
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
②
雄
勝
材
を
評
価
し
て
い
た
だ
く

こ
と
③
雄
勝
材
を
使
っ
て
家
を
建
て
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
│
が
必
要

で
す
。
町
は
㈱
小
町
の
郷
を
通
じ
て
、

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派

遣
事
業
を
活
用
し
、
地
元
木
工
業
者
に

よ
る
「
雄
勝
町
ら
し
い
商
品
」
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
雄
勝
材
を
知
っ
て
も
ら
う

試
み
と
し
て
、
木
工
土
産
品
の
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

派
遣
専
門
家
は
、
地
元
事
業
者
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
結
し
て
商

品
を
開
発
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
木
工
業
者
間
で
、
自
発
的
に
、
新

し
い
商
品
を
コ
ン
セ
プ
ト
段
階
か
ら
共

同
開
発
・
製
造
す
る
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
こ
け
し
職
人

と
建
具
店
が
工
程
を
分
担
し
、
ブ
ナ
材

の
ぐ
い

.
.

飲
み
や
桐
製
米
び
つ
を
作
製
し
、

「
木
材
の
町
」
の
特
産
品
の
一
つ
と
し
て
、

道
の
駅
お
が
ち
で
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。「

木
材
の
町
」
と
し
て
の
特
産
品
開

発
・
製
造
は
ま
だ
試
行
段
階
で
、
採
算

ベ
ー
ス
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

道
の
駅
が
安
定
し
た
収
入
を
見
込
め
る

販
売
拠
点
と
な
る
こ
と
と
、
雄
勝
材
の

Ｐ
Ｒ
拠
点
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
将
来

の
事
業
展
開
に
期
待
が
も
て
ま
す
。
今

後
は
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
開

発
と
生
産
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。

平
成
十
九
年
度
に
は
秋
田
国
体
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
提

と
し
た
秋
田
市
ま
で
の
高
規
格
道
路
も
、

雄
勝
町
を
起
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
厳
し
さ
を
増
す
国
産
材
産
業

で
す
が
、
道
の
駅
と
い
う
Ｐ
Ｒ
拠
点
に

よ
っ
て
、
地
元
木
材
産
業
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
産
地
材
を
高
付
加
価
値
化
す
る
試
み
（
秋
田
県
雄
勝
町
）

道
の
駅
お
が
ち「
小
町
の
郷
」を

活
用
し「
木
材
の
町
」を
P
R

直
面
す
る
課
題

木
材
市
場
の
低
迷
に
よ
っ
て

苦
戦
す
る
町
内
木
材
産
業

事
業
の
経
緯

専
門
家
派
遣
事
業
を
活
用
し
「
木
材

の
町
」
商
品
開
発
の
仕
組
み
を
構
築

成
果

地
元
事
業
者
に
よ
る
自
発
的
な
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
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今
後
の
課
題

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

分
業
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
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◆
地
場
産
牛
乳
を
使
用
し
た
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

（
愛
媛
県
野
村
町
）

未
経
験
の
地
元
若
者
六
名
を
雇
用
し
て

メ
ニ
ュ
ー
開
発（
野
村
町
農
業
公
園
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ほ
わ
い
と
フ
ァ
ー
ム
）
■問い合わせ先/
株式会社野村町地域振興センター
施設長　三瀬　功
電話　0894-72-3351

情 報 ク リ ッ プ

法
の
改
良
等
に
よ
っ
て
品

質
が
向
上
し
て
き
て
お
り
、

県
内
の
飲
用
乳
市
場
は
今

後
ま
す
ま
す
競
争
が
激
化

し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
し
か
も
野
村
町

は
原
料
乳
の
出
荷
の
み
で
、

独
自
の
製
品
を
持
た
な
か

っ
た
た
め
、
原
料
乳
を
使

愛
媛
県
野
村
町
は
県
内
最
大
の
牛
乳

生
産
量
を
誇
り
、
飲
用
乳
で
は
県
全
体

の
三
分
の
一
を
占
め
ま
す
。
生
産
さ
れ

る
牛
乳
は
良
質
で
、
野
村
町
産
の
原
乳

を
使
用
し
た
乳
製
品
は
県
内
で
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
飲
用
乳

の
消
費
は
全
国
的
に
停
滞
（
全
国
牛
乳

普
及
協
会
に
よ
る
と
、
十
三
歳
以
上
の

一
日
当
た
り
の
消
費
量
は
、
平
成
六
年

の
百
五
十
四

を
ピ
ー
ク
と
し
、
以

後
は
微
減
の
傾
向
で
推
移
）
し
て
お
り
、

今
後
消
費
量
の
伸
び
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
一
方
県
内
他
産
地
で
も
、
飼
育
方

リ
ッ

ト
ル

ミ
リ

用
す
る
メ
ー
カ
ー
の
値
下
げ
圧
力
に
さ

ら
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
製
品
の
高
付
加
価
値
化
と
多
様
化
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
野
村
町
で
は
町
内
の
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
若
者
の
就
職
先
が
少

な
く
、
若
者
の
流
出
に
よ
っ
て
高
齢
化

と
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
し
た

（
昭
和
三
十
年
の
二
万
二
千
人
か
ら
、
平

成
十
二
年
に
は
一
万
一
千
人
に
半
減
）。

こ
の
た
め
、
若
者
の
雇
用
創
出
が
町
の

重
要
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

野
村
町
で
は
、
平
成
七
年
度
に
電
源

町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
電
源

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派
遣
事

業
を
活
用
し
、
町
内
で
生
産
さ
れ
る
牛

乳
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取

組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
十
二
年
七

月
に
ほ
わ
い
と
フ
ァ
ー
ム
内
に
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
し
ま
し
た
。

飲
食
や
物
販
に
お
い
て
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
や
運
営
委
託
に
よ
ら
ず
に
新
し
い

事
業
に
参
入
す
る
場
合
は
、
通
常
は
経

験
者
を
採
用
し
、
事
業
の
中
核
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
1
野
村
町
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
は
、
地
元
出
身
の
新
卒
者
を
採

用
し
、
専
門
家
派
遣
事
業
を
通
じ
て
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
方
法
や
接
客
に
つ
い
て

訓
練
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
を
若
者

の
力
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度
は
町
内
の
高

等
学
校
卒
業
生
三
名
と
二
十
歳
代
の
未

経
験
者
三
名
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
し
、

他
に
パ
ー
ト
十
二
名
の
総
勢
十
八
名
体

制
で
事
業
を
開
始
し
、
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
か
ら
接
客
、
店
舗
運
営
ま
で
を
任
せ

ま
し
た
。
な
お
、
パ
ー
ト
の
う
ち
三
名

は
正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
予
定
で
す
。

集
客
は
愛
媛
県
内
か
ら
が
中
心
で
、

地
元
南
予
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
車
で

一
時
間
半
以
上
か
か
る
松
山
市
や
今
治

市
等
、
中
・
東
予
地
域
か
ら
の
お
客
様

が
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
内
七
割
以

上
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
で
す
。

平
成
十
二
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

半
年
間
で
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
（
ケ

ー
キ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
も
含
む
利

用
者
数
は
十
一
万
五
千
人
、
売
上
高
は

八
千
百
六
十
万
円
、
客
単
価
は
七
百
円
、

平
成
十
三
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
九

カ
月
間
で
は
、
利
用
者
数
は
十
二
万
一

千
人
、
客
単
価
は
少
し
下
が
っ
て
六
百

八
十
円
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ほ
わ
い
と
フ
ァ
ー
ム
は
山
間
部
に
立

地
し
て
い
る
た
め
、
入
込
み
客
数
が
減

少
す
る
冬
季
の
集
客
対
策
が
重
要
な
課

題
で
す
。
平
成
十
二
年
度
は
施
設
自
体

の
目
新
し
さ
と
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
や
ビ
ス

コ
ッ
テ
ィ
な
ど
の
焼
き
菓
子
の
開
発
に

よ
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。
今
後
に
向

け
、
パ
ー
テ
ィ
ー
需
要
の
掘
り
起
こ
し

や
固
定
客
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
理
担
当
者
は
、
未
経
験
者

を
短
期
間
で
養
成
し
た
こ
と
も
あ
り
、

意
欲
は
十
分
で
す
が
経
験
は
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
専
門
家
抜

き
で
の
新
商
品
開
発
の
仕
組
み
を
、
早

期
に
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

情 報 ク リ ップ

成
果

専
門
家
に
鍛
え
ら
れ
た
地
元
出
身
の

若
者
の
力
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業

今
後
の
課
題

閑
散
期
対
策
と

今
後
の
商
品
開
発
に
向
け
た

仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

直
面
す
る
課
題

飲
用
乳
市
場
の
先
行
き
不
安
と

若
者
の
町
外
流
出

厨房にて。初めて受注した結婚披
露宴の料理に取り組む。

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、

新
し
い
乳
製
品
づ
く

り
に
向
け
た
検
討
を

は
じ
め
ま
し
た
。
平

成
十
一
年
度
か
ら
は
、

経
営
主
体
と
な
る
第

三
セ
ク
タ
ー
1
野
村

事
業
の
経
緯

専
門
家
派
遣
事
業
を
活
用
し
、

牛
乳
を
使
用
し
た
商
品
を
開
発
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電
源
地
域
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す

る
、
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
鹿
島
２
０
０
１
」

が
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
、
島
根
県
鹿
島
町
及
び
当
セ
ン
タ
ー

の
主
催
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
中
国

経
済
産
業
局
、
島
根
県
、
松
江
市
、
島

根
町
の
後
援
に
よ
り
、
鹿
島
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

十
六
回
目
と
な
る
今
回
は
、
八
百
十

三
人
の
参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。
開
会

式
に
は
、
大
村
経
済
産
業
大
臣
政
務
官

か
ら
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
の
意
義
と

成
功
を
祈
念
す
る
ご
挨
拶
、
続
い
て
野

村
万
之
丞
氏
に
よ
る
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
二
十
五
日
に
は
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
電
気
の
生
産
地
と
消
費
地
の
交
流

を
考
え
る
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
回
初
め
て
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で
、

生
産
地
に
対
す
る
理
解
と
交
流
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
を
交
え
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
と
し

て
「
地
域
産
業
活
性
化
部
会
」「
観
光
産

業
振
興
部
会
」「
環
境
部
会
」
と
、
新
た

に
設
け
た
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ス
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
に

分
か
れ
ま
し
た
。「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
」
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
や
写

真
美
術
館
・
島
根
半
島
観
光
開
発
プ
ラ

ン
等
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
経
費
を
抑
制
し

つ
つ
多
数
の
自
主
制
作
番
組
を
放
送
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
有
効
な
解
決

策
に
局
間
の
相
互
放
送
が
あ
り
、
各
局

は
お
の
お
の
の
番
組
を
Ｐ
Ｒ
、
パ
ー
ト

ナ
ー
候
補
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。
写
真
美
術
館
は
、
全
国
の
美
術

館
を
持
つ
自
治
体
担
当
者
に
、
貸
出
や

交
流
写
真
展
開
催
に
応
じ
る
よ
う
、
所

蔵
作
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
で
は
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
に
よ
る
自
治
体
広
報
番
組
を
制

作
す
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

電
源
地
域
市
町
村
の
豊
か
な
自
然
や

そ
こ
に
住
む
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特

産
品
の
数
々
、
歴
史
に
育
ま
れ
た
郷
土

芸
能
等
を
広
く
紹
介
し
、
電
源
地
域
市

町
村
へ
の
理
解
促
進
と
特
産
品
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
第
十
二
回
「
電
気
の
ふ

る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
が
、
7
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
、
十
一

月
二
十
三
日
（
金
・
祝
）
か
ら
二
十
五

日
（
日
）
ま
で
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
日
間
で
約
十
二
万
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
今
回
は
、
過
去
最
高
の
二

一
九
市
町
村
が
出
展
、
初
出
展
も
十
四

を
数
え
、「
じ
ま
ん
市
」
の
認
知
度
の
高

ま
り
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
開
催
期
間
に
、
電
気
の
安
定
供

給
の
た
め
重
要
な
役
割
を
担
う
電
源
地

域
の
人
た
ち
と
、
電
気
の
消
費
地
で
あ

る
首
都
圏
の
人
た
ち
と
が
物
産
販
売
を

介
し
て
交
流
し
、
相
互
理
解
の
促
進
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

開会式であいさつする大村経済産業大臣政務官

昨年度の「じまん市」

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ

鹿
島
２
０
０
１開

催

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市

過
去
最
高
の
出
展
数
に
沸
く

年
に
一
度
の
ふ
る
さ
と
交
流

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
長
交
代
の
お
知
ら
せ

情 報 ク リ ッ プ

第
二
十
回
電
源
立
地
促
進
功
労
者

表
彰
が
、
九
月
二
十
六
日
、
内
閣
総

理
大
臣
官
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
制
度
は
昭
和
五
十
六
年
に
設

け
ら
れ
、
電
源
立
地
に
特
に
功
労
が

あ
っ
た
地
方
公
共
団
体
の
長
な
ど
を
、

内
閣
総
理
大
臣

お
よ
び
経
済
産

業
大
臣
が
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

平
沼
赳
夫
経

済
産
業
大
臣
は

冒
頭
の
式
辞
で

①
我
が
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
基
本
目
標
は
、

環
境
保
全
や
効

率
化
の
要
請
に

対
応
し
つ
つ
、

安
定
的
な
供
給

を
確
保
し
て
い

く
こ
と
に
あ
り
、

こ
の
基
本
目
標

を
達
成
す
る
た

め
、
本
年
七
月
に
、
今
後
目
指
す
べ

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
姿
と
し
て

「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
」

を
と
り
ま
と
め
た
こ
と
②
こ
の
見
通

し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

電
源
特
性
を
踏
ま
え
、
最
適
な
構
成

ー
の
安
定
供
給
、
電
力
の
安
定

供
給
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
卓

越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
、
地

域
生
活
と
調
和
の
と
れ
た
電
源

立
地
に
尽
力
さ
れ
た
二
人
の

方
々
に
敬
意
を
表
す
る
、
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
式

終
了
後
に
は
、
表
彰
者
の
家
族

を
交
え
て
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

を
目
指
し
た
電
源
立
地
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

公
務
の
た
め
欠
席
し
た

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
に
代

わ
っ
て
、
福
田
康
夫
内
閣

総
理
大
臣
臨
時
代
理
国
務

大
臣
が
、
二
十
一
世
紀
と

い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
今
日
、
我
が

国
経
済
の
持
続
的
な
発
展

と
豊
か
な
国
民
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

基
盤
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ

福田内閣総理大臣臨時代理国務大臣と平沼経済産業大臣を中央に記念撮影。
黄色いリボンの方々が受賞者。前列左から須藤ご夫妻、永島ご夫妻。

平沼経済産業大臣より表彰を受ける須藤富雄前東海村村長（茨城県）

○平成13年度の表彰者

内閣総理大臣表彰

該当者なし

経済産業大臣表彰（２名）

前茨城県東海村長

須藤　富雄（すどう　とみお）さん
※東京電力㈱、電源開発㈱
常陸那珂火力発電所

愛知県碧南市長

永島　卓（ながしま　たく）さん
※中部電力㈱碧南火力発電所

情 報 ク リ ップ 情 報 ク リ ップ

平
成
13
年
度
電
源
立
地
促
進

功
労
者
表
彰

平
成
十
三
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の

第
二
十
六
回
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成

十
三
年
七
月

一
日
か
ら
本

郷
英
一
が
第

二
代
理
事
長

に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

理事長　本郷英一

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

会
長
交
代
の
お
知
ら
せ

平
成
十
三
年
八
月
一
日
開
催
の
第
二

十
七
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
南

直
哉
　
理
事

（
電
気
事
業
連

合
会
会
長
）

が
第
五
代
会

長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

会長　南　直哉


